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チャイナ部隊研究 

明海大学不動産学部講師 上地聡子 

 

2022 年度に科研費基盤 C に採択され、現在 7 名の研究メンバーで「チャイナ部隊」の研

究を進めています。「チャイナ部隊」(米略称：Bosey)とは 1946 年後半から 1949 年にかけて

沖縄島に駐留し、米軍の戦時余剰物資を運び出していた中華民国の労務者と憲兵隊に対す

る、地元沖縄の住民側の呼称です。2000 年初頭まで一部の書籍や自治体史以外にまとまっ

た記録がなかった「チャイナ部隊」ですが、米軍側資料や台湾にある中華民国側の資料、沖

縄の自治体史の調査や聞き取りを通じてその全貌が徐々に明らかになってきています。 

 沖縄島の北部、伊江島に 1948 年 5 月から 6月にかけて短期間滞在し、爆弾を搬出してい

た「チャイナ部隊」の活動についてまとめた資料紹介のスライドを一部、紹介します。2021

年 2 月に琉球大学のオンラインシンポジウムで報告したものですが、2024 年初頭に伊江島

で開催する現地報告会のため、現在、改訂版を作成中です。 

 

使用した米軍側の資料情報 
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「チャイナ部隊」活動中に起こった大規模火災の現場写真 

 
火災発生時のチャイナ部隊（Bosey）作業所見取り図 
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爆弾搬出について伊江村長が沖縄民政府へ提出した照会状（沖縄県立公文書館） 
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上地ゼミの活動紹介 

明海大学不動産学部講師 上地聡子 

 

私が担当する「不動産学研究」（上地ゼミ）では、前期に日本の戦後復興に関する書籍を

輪読し、後期は各人の興味関心に基づいたテーマを自由に決め、ゼミ論（8000 字）の完成

を目指しています。 

2023 年度の前期は松平誠『東京のヤミ市』（講談社学術文庫）について二人一組で２つの

章を選び発表してもらいました。「ヤミ市を差配し敗戦直後の人々の生活を支えたテキ屋の

親分と、戦後、疎開先から自分の土地に戻ってきて所有権を主張する地主」の立場に分かれ

てディスカッションを行ったり、ヤミ市が勃興した 1940 年代後半と本書が書かれた 1990 年

代半ばの類似性を指摘する筆者の意見に賛成か否か、といったテーマについて活発に議論

を交わしました。 

後期は、「外国人が東京の観光スポットを訪問する理由」「米国ではなぜ中古物件が人気な

のか」「都市計画法の伝播過程」といったテーマと問いをそれぞれが設定し、３回の中間報

告を通じて 1月までにゼミ論の完成を目指しています。 

上地ゼミの授業様子と講義資料の一部を掲載します。 
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ディスカッションの下調べ（前期） 

 

 

 

ゼミ論テーマ報告の様子（後期） 
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『東京のヤミ市』第 1章の導入資料とレジュメ（上地作成） 
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